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『第 1８回ふれあいセンターまつり』が 2 月１３日（日）に開催されました。 

ふれあいセンターは、生涯学習の推進をはかる役割を担い、大勢の人が利用し

ています。現在、茶道や生花、囲碁、書道、陶芸の５講座をはじめ、パソコンや

ダンススポーツなど１０グループの同好会や教室などが活動しています。 

このまつりは、ふれあいセンターの日ごろの活動の成果を披露するほか、人権

や福祉について考え、ふれあいを深める場にしようと毎年行われています。 

２階では、センターで行われている講座や同好会をはじめ、市内 6 地区の公民

館活動の展示があり、書道や手芸、陶芸、写真など個性豊かな作品や、こだま園

や偕楽園などの福祉施設の利用者の温もりを感じる手作りの作品、人権に関する

ポスター、標語の優秀作品など約５００点が展示されました。 

訪れた人は、幅広い分野の力作、一点一点に足を止め、熱心に鑑賞されました。 

ふれあいコーナーでは、お茶席、バザー（うどん、おにぎり、巻寿司）、福祉団体

による出店もあり、会場は賑わいました。 
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ふれあいセンターまつりに出品・出店協力いただいた方々 

（ご協力ありがとうございました） 

・ 公民館（稲倉、県主、木之子、荏原、野上、大江） 

・ ふれあいセンター講座（陶芸、生花、書道、茶道）、同好会（パソコン） 

・ 市内小学校児童（習字、絵画）、木之子中学校生徒（美術部） 

・ 市内小中高生と一般からの人権標語とポスター 

・ 市内福祉施設（こだま園、こだま園芳井ふれあい作業所、きのこ荘、みずき、

あゆみ園、はばたき作業所、太陽の会、偕楽園、長楽園、小田川荘） 

・ 地域人権運動井原の会女性部、ねこねこランド、エプロンおばさん、shin1、

五味会 

 

[前日準備] 
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「「小小学学生生習習字字教教室室」」  
1 月 5 日（水）午前 9 時から小学生習字教室を行いました。この教室は、ふれ

あいセンターの新年の恒例行事として、毎年開いています。今回は井原市内から、

３２人の児童が、元気に新年を迎えた喜びを込めて筆を運んでいました。 

１階の和室に硬筆の１、２年生、２階コミュニティホールに３～６年生の毛筆

の２グループに分かれ、「生きる力」（４年）、「豊かな心」（６年）などの課題に取

り組みました。荏原、木之子、稲倉小学校の３名の先生が、講師として子どもた

ちの指導にあたって下さいました。 

児童は、手本を横に置いて先生のアドバイスを聞きながら、一筆一筆気持ちを

込めて書きました。 

なお、この日書いた作品は学校に提出するほかに、２月１３日（日）の「ふれ

あいセンターまつり」でも展示されました。 

 
 

 

 

 

 
 
 


